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Abstract 
In recent years, as foreigners staying in Japan for a longer time period have increased, 
and the foreign children who need Japanese language assistance enrolled in primary and 
secondary schools are also increasing year by year. Japanese as a living language can be 
acquired easily, but Japanese as a learning language to be mastered for learning the subjects 
takes time, so that it can not keep up with subject studies, and it hinders their advancement 
and employment in the future. Therefore, in this paper, we consider foreign pupil 's problems 
in reading and writing of Japanese language，who are studying in primary school, and 
considering the factors of school environment and family environment surrounding them, also 
explored the possibility of support for Japanese reading and writing acquisition. 
1．はじめに
現在，滞日外国人の滞在が長期化するに伴って，小中学校に在籍する外国人児童(日本国籍
の児童も含むこととする)の人数も増えつつある．文部省(当時)は平成2年から外国人の滞日が
増加し，それに同伴される子どもが増加したことを契機に平成3年から公立小・中・高等学校
等における日本語指導が必要な児童について調査を行っている．2016年の調査結果によると，
日本語指導が必要な外国籍の児童は34335人，日本国籍の児童生徒は9612人で，いずれも2014
年の調査より増加していることが分かる(文部科学省2017)．特に日本に定住している親の呼び
寄せによって来日した児童生徒は日本語力が全くない状態で日本の学校に入学するため，国や
自治体などが様々な教育支援策を制定して実施している．例えば，学校への適応や教科学習に
参加するための文字・表記・語彙・文法など日本語の基礎的な力をつけさせる学校が最も多く，
ほかに教科の補習やサバイバル日本語，日本語と教科の統合学習(JSLカリキュラム)を実施し
ている学校が2365校もある(文部科学省2017)． 
一方，日本で生まれ育った外国人児童も，特に両親とも外国人である場合，家庭の中の使用
言語が両親の母語になったり，両親の日本語力が不十分であることで家庭内での日本語の習得
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が遅れたりすることもある．しかし，こうした外国人児童をめぐる言語環境と子供の日本語の
習得のうち，とりわけ文字習得に関してはまだ事例研究が少なく，習得過程においてどのよう
な問題が起こっているかを調べた研究は少ない．そこで，本稿では千葉市にある公立小学校3
年に在籍している外国人児童Tくん(日本国籍)を対象に，子供を取り囲む学校環境と家庭環境
及びそれぞれが提供している学習支援の実態を視野に入れながら，外国にルーツを持つ子供の
日本語習得に関する問題点を明らかにしたい． 
2．先行研究 
2.1 外国人児童の教育の現状 
佐藤(2007)は外国人児童をめぐる教育問題について，主に以下の6つのことを述べている．
(1)散在地域の指導体制，(2)教科学習に関わる日本語の指導問題，(3)母語維持，母語教育の必
要性，(4)不登校の問題，(5)不就学の問題，(6)外国人学校の問題がそうである．これらの問題
に対して，まず，国レベルでは「日本語指導等特別な配慮を要する児童生徒に対応した教員の
配置」「帰国・外国人児童生徒教育支援体制モデル事業」「センター校に母語の分かる指導協
力者，コーディネーターを配置する」など様々な取り組みがなされている．次に，学校レベル
での対応としては，2001年度から開発されたJSLカリキュラムや外国人児童生徒担当の指導主
事や教員を対象とした研究協議会や研修会などが行われる．自治体レベルでは，日本語指導を
担当する教員や協力者の配置，日本語指導教材の作成，担当教員の連絡協議会や研究会の開催
などの取り組みが見られる．さらに，ボランティア団体レベルにおいても，学習支援活動，母
語保持，日本語指導を中心に支援が行われ，成果をあげていると述べている．  
また，外国にルーツを持つ児童の中には，いじめや母語喪失を避けるため，エスニック・ス
クールに通っている児童も多い．藤原(2008:104)はエスニック・スクールについて，子どもた
ちと当該社会とを微妙な距離を保ちながら繋げており，子どもたちを日本社会へと送り出す最
前線の位置にあると述べている．一方，スクールの場所が遠くて通えないことや，スクールに
通わせるには高額な費用がかかるという理由で，公立学校に通う外国人児童が多くいる． 
 そのほか，外国人児童に関する研究には，外国人児童の生活様式やアイデンティティ(三浦2
015)，教育に対するニューカマーの持つ意識と期待(周2012)など，言葉以外の問題についても
様々な研究がある． 
2.2 日本語習得や学習支援に関する研究 
外国人児童の日本語習得についての研究も数多くある．子どもの言語習得については，生活
言語能力の獲得は半年から1年ほどであるのに対し，学習言語能力の獲得は5年から7年必要で
あると言われている．外国人児童に対する特別指導は，主に生活言語習得を目的とする初期の
サバイバル日本語教育や，教科へつながる教育，教科外教育，母語教育である．一般的に「入
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り込み指導」「取り出し指導」「学校外教室」などにより，個別指導または小グループの形を
取るところが多い．指導はほとんど日本語によるものであるが，自治体によっては児童・生徒
の母語が分かる非常勤講師やボランティアが児童生徒の母語で指導しているところもある．ま
た，生活言語の習得が進み，日本人児童生徒と似たように学校生活を送ることができる児童の
ことを，志水(1997)は「見えない外国人」と表現している．多くの日本の小学校では外国人児
童生徒の生活言語能力の習得が終わると，日本語の支援を中断する場合がほとんどである．し
かし，このような状況について，沼田・鎹(2018)は日本語支援の中断は教科学習への不十分な
理解につながり，不安が蓄積されると指摘している．中西（1995）の研究においても，学習が
困難な教科として当然ながら国語が挙げられており，日本語の読解力が十分身に付いていない
ため，算数の文章題が理解できないこと，社会科においては資料の読み取りが困難であること，
理科においても専門用語の理解や実験の手続きがわからないなど，他の主要教科にも支障を与
えていると指摘している．さらに，高等教育機関への進学を考えると，より高度な日本語力が
必要となってくるので，教科学習に必要な日本語力にも注目すべきであろう．しかし，日本で
就労している親の日本語能力や教育意識の不足，低収入，不安定な雇用，長時間労働などの諸
問題により，高校まで進学する外国人の子どもの割合は50％程度に留まっているという(竹内2
018)． 
学校が実施している特別な教育支援体制は，ある程度の成果があげられていることは確かで
あるが，一方で地域の学習教室やボランティア教室も重要な役割を担っている．三浦(2015：1
68)では，地域の学習教室の機能として(1)情報不足や家庭学習支援の少なさを補完し，学校で
十分に得られない資源を獲得する場，(2)同じルートを辿ってきた者同士が集まり，ネットワ
ークを築ける場であると述べている．沼田・鎹(2018)においても，外国人児童生徒への支援は
日本語を教え込むことや問題をなくすことではなく，心安く話ができる相互的に学びあう場を
確保し，協働的に支援していく仕組みを作っていくことが必要であると述べている． 
また，外国人児童生徒への教育支援のあり方について言及している研究も多く，藤井・三輪
(2017)，竹内(2018)，沼田・鎹(2018)などがある．中でも竹内(2018)は，外国人児童の教育支援
に関して，歴史的な変遷，政策の動向や国レベル及び地方自治体レベルの対応などをまとめた
うえ，外国人登録者数が高い群馬県大泉町を取り上げて分析した．そこでは，外国人児童生徒
に対する教育は「同化」とも言える適応教育となっており，外国人児童の言語・文化・習慣を
認めて多文化共生教育にシフトする必要性があることを指摘している(竹内2018)．さらに，外
国人児童生徒及びその保護者のこれまでの暮らしや価値観を重視する必要性も指摘されている
(藤井・三輪2017)．また，柿木・寶田・木村(2017)のように生きる力を育てる観点から考え，
外国人児童へのキャリア教育の重要性を論じたものもある． 
 一方，日本語学習に関する具体的な問題を取り上げた研究には，普通学級に在籍している日
本人小学生の書き言葉や漢字習得における問題や支援策を論じている大庭(2005)，三浦・川村
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(2012)がある．大庭(2005)では，書字学習に対する苦手意識を払拭するための動機づけに関す
る配慮の必要性を指摘している．三浦・川村(2012)では，児童の認知処理の強い能力を生かし，
筆順を言語化することで漢字の構成を理解しやすくなるように指導を行い，漢字が覚えられる
ようになったという結果を報告している． 
 以上の研究にあるように，外国人児童をめぐって様々な問題が存在しており，国・自治体・
学校などがそれぞれ対応策に取り組んでいる．しかし，「見えない外国人児童」への教科学習
の支援はまだ十分ではなく，実際にどのような問題があるかは依然として不明なままである． 
3．研究方法 
3.1調査概要 
本調査は2019年1月に，千葉市美浜区にある外国人集住地域の公立小学校に通っている3年生
の男子児童Tくんを対象に調査を行った．Tくんは2年生が終わった時の学力テストの成績があ
まりにも悪かったため保護者が心配になり，3年生に進級した2018年4月から調査者のところに
通わせ，週3回ほど国語と算数を中心に補習を受けさせてしている．本稿で使用するデータは2
019年1月15日に補習した時の様子を観察・録音したものである． 
補習を始めた当初，Tくんの漢字学習に関しては，反復ドリル練習を行っていたが，練習し
たそばから忘れて学習が一向に進まないため，2018年12月から井上憲雄著作の『童話で学ぶ3
年の漢字』を利用して毎回30分ほど読む練習をしている．『童話で覚える3年生の漢字』には3
つの童話があり，楽しく読む中で漢字に対する苦手意識を持っている児童の意欲向上や漢字の
習熟率アップにも効果的であるという．この本のほかに，学校で使用している漢字ドリルから
いくつかの問題を出して補習を行っている．本調査はTくんが『童話で覚える3年の漢字』を
読み始めて8回目になり，一枚目と二枚目の童話を読む時に観察できた問題点を取り上げて分
析を行った． 
そして，Tくんの母にもインタビューを行い，Tくんの生活環境の変化及び言語環境，言語
習得を中心に尋ねた．本研究では，Tくんの補習時の様子と保護者の語りという2つのデータ
を用いて，Tくんの日本語読み書き能力の習得に関する問題を明らかにすることを試みた． 
3.2 分析の枠組み 
 本稿では，まずTくんが居住している地域及び在籍している小学校の全体環境を概観し，学
校から得られる学習支援を把握する．さらに，Tくんの保護者に対する聞き取り調査の結果を
通して，Tくんの家庭での言語環境及び学習の様子を明らかにし，Tくんの学習に影響を与え
ている要因を探る． 
 次に，調査者が行っている支援活動で観察されたTくんの問題点について，平仮名の読みと
書き，漢字の読みと書きの4技能に分けて分析・考察を行い，Tくんの日本語読み書き能力の
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習得に関する問題点を明らかにしたうえで，支援のあり方を検討することにした． 
4．Tくんを取り囲む環境 
4.1 学校環境 
Tくんの通っている小学校が所在している地域は，外国人居住率が全体の3割で，千葉県で1
位を占めている．日本国籍を取得した人や，中国残留孤児の2世，3世，4世が多く居住してい
るため，実際に外国にルーツを持つ人の具体的な人数は把握されていないようだ．そして，当
小学校に在籍している外国人児童は約4割で，近年さらに増加の傾向にある．また，日本国籍
を取得した児童や国際結婚した外国人の親を持つ日本国籍の児童も多くいる．その保護者のほ
とんどは中国語母語話者で，日本語ができる人もいれば，日本語が全くできない人もいる．そ
のため，学校には中国語ができる先生が週に3回派遣されており，ガイダンスや個人面談など
の時に通訳を行う．また，学校が配布している資料は，内容の重要度によって中国語訳が付い
ている．日本語支援が必要な児童は，「なのはな教室」という取り出し授業に参加して日本語
指導を受けている．さらに，毎週の水曜日に放課後教室を開いており，学校の教員や地域のボ
ランティアによる教科学習支援も行っている．この放課後教室には，日本人児童も含む1，2年
生を対象に，学校の宿題や，用意された複数種類の国語・算数プリントの中から，児童が自由
に問題を選んで解き，それに対し先生や教育ボランティアが個別で指導を行う形式になってい
る． 
普段の学校生活では，日本語ができない中国人児童は同じクラスにいる中国語のできる児童
に通訳してもらえるため，学校生活の適応は比較的に早い．しかし，学習面になると，保護者
が日本語の読み書きができないため，家庭での学習を指導または監督することはできない．ま
た，教科学習についての手紙に中国語訳がついていない場合は，教師の指示が伝わらず，保護
者から授業用の材料が準備してもらえないため，子供が授業に参加できないこともよくある．
小学校の教員に伺ったところ，保護者とのやり取りでは問題を感じているが，できる限りの通
訳・翻訳サービスを提供する以外の支援活動はされていないという．また，敬愛大学の学生組
織が当小学校への教育支援活動をしており(水口等2018)，月1回程度小学校の近くで場所を借
りてボランティア活動を行っている．特に外国人児童のみを対象にしているわけではないが，
教科学習の指導や図工制作を教えている． 
Tくんは4歳半に来日し保育所に入所していたため，小学校入学時はすでに生活に必要な日
本語を習得できていた．しかし，学校の授業内容については完全に理解することができず，1，
2年の時は放課後教室に毎回参加しており，国語と算数のドリルをしていた．日本語支援が必
要な児童のための「なのはな教室」にも1年生から今も継続して参加している．敬愛大学の教
育ボランティア教室には，午前中の学習指導には参加せずに小学校内にある学童ルームで過ご
し，午後の図工制作には友達と遊べるため参加していた． 
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4.2 家庭環境 
児童Tくんの母は10年前に親族の呼び寄せで中国から来日し，その後日本の国籍を取得した．
Tくんの父も中国人で日本語はあまりできない．Tくんは日本で生まれ日本国籍であるが，生
後5か月の時，両親が仕事に集中するために，Tくんを中国の実家に預け，4歳半に日本へ連れ
戻した．来日当時は日本語が全くできず，4か月経ったころから保育所に入った．保育所には
中国語ができる児童が多く，Tくんが入所後8か月くらい経った時から日本語が話せるように
なったとTくんの母親は話していた． 
Tくんの家庭では，中国語が主要言語として使用されている．日本のテレビ番組も見るが，
それよりも中国のテレビ番組をよく視聴している．また，毎日Tくんは寝る前に，かならずス
マートフォンアプリを利用して中国語の物語を聞いている．聞いている途中で，話の内容につ
いて母親に質問することもあり，しっかり理解しながら聞いている様子であると母親は語って
いる．日本語の本の読み聞かせはしておらず，毎週在籍している小学校の図書室から借りられ
ることになっているので，Tくんは好きなマンガなどを借りてきて，文字はあまり読まずに主
に絵を見て楽しんでいる様子であるという．学校では毎日教科書を音読する宿題が出されてお
り，最初の頃はちゃんと読んでいたものの，今は全く読まなくなったという． 
 また，小学校に入学した当初は，Tくんの母は本屋で学習用の練習帳や本などを買っていた
が，長く続かずやめてしまったという．公文の教室にも通わせていたが，宿題が多く，楽しく
ないという理由でやめてしまった．家庭での学習は，学校の宿題のみで15分程度で終わってし
まい，全く学習をしない日もよくあると母親は語っている． 
 
5．学習上の問題点 
Tくんは3年生に進級した2018年4月から調査者のところで補習を始め，漢字の基礎を固める
ために，2年の漢字を復習することにした．しかし，2年の漢字のほとんどは覚えておらず，1
年の漢字もできないものが多い．半年ほど漢字の読み書きを練習してきたが，やっては忘れの
繰り返しであった．以下は，Tくんが国語を勉強する際に見られた問題について，仮名の読み
と書き，漢字の読みと書きという4つのカテゴリーから分析を行う． 
 
5.1 仮名の読み 
 普段あまり文字を読まないTくんは，ひらがなを読むのも苦労している．語彙量が不足して
いることもあり，語や文節の境界が区別できず，仮名を一つずつ読んでいく様子である． 
例1にある文は全て平仮名で書かれた文で，「ぼやいて」を「ぼんやいって」のように読ん
でいる．この表現の意味については，すでに以前Tくん自身のことを例にして説明したので，
「ぼやいてばかりいる」の意味も，話の文脈も理解しているはずだ．しかし，調査で収録した
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8回目の音読では，まだこの平仮名のみの文を正しく読めず，何らかの影響で「ぼんやいって」
になってしまったのである． 
例1：「いつもぼやいてばかりいました」の読み 
 次の例2に見られた問題も，以前の練習で意味の説明と区切る場所の訂正をすでに行ったも
のである．ここでは，「お金がもうかるにちがいない」の文をまた一回目と同様に「お金が，
も，もう，かるにちがいない」と読んでいる．「もうかる」という言葉をすでに学習している
にも関わらず，例2のように読んでしまうのは，おそらくTくんにとっては新しく学習した言
葉より，先に読まれる助詞としての「も」さらに副詞としての「もう」のほうがより馴染みが
あるため，例のような読み方になってしまったのではないかと考えられる．それは，Tくんに
「もうかる」の意味を確認するときに説明できていることからも，新しい語彙の未習得による
問題ではないことを裏付けている．また，その次の文で，「もうかる」と対になっている「も
うける」が「大もうけ」という形についても，やはり文字を一字ずつ読んで意味のある区切り
ができていない音読となってしまったのである． 
例2：「もうかる」と「大もうけ」の読み 
発話者 発話内容 
T： ある日ギラはふと，商売すれば，お金持ち，あ，お金が，も，もう，かるに違いな
い． 
調査者： もう，かる，じゃないよ． 
T： もうかる． 
調査者： うん．もうかる什么意思？(訳：「もうかる」はどういう意味？) 
T： あれ，あれ，商売すれば，お金がいっぱいもらえるっていう意味．商売で，おも，お
おも，おおも，け，け． 
調査者： おおもうけ．この，もうけ，と，もうかるは同じような意味の言葉． 
5.2 仮名の書き 
発話者 発話内容 
T： いつもぼんやばかり，ぼんやいって． 
調査者： もう一回． 
T： ぼんや，ぼんやい，あ，いつもぼんやいって． 
調査者： ぼんやじゃないよ． 
T： ぼや，いてばかりいました． 
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 仮名を書く際に，毎回と言っていいほど拗音のところで戸惑ってしまうのが伺えた．たとえ
ば，行列の「ぎょう」，宮でんの「きゅう」，五丁目の「ちょう」．これに関する事例は充分
に集められなかったため，今回の分析から省くこととする． 
5.3 漢字の読み 
 Tくんの漢字学習は，『童話で覚える3年の漢字』を音読することで，漢字の読みを記憶す
ることを目的として実験的に行っている．1回の補習において1ページ分の意味を確認しながら，
音読を数回練習しているが，「通り」「通りかかる」のように「通」の漢字が5回現れている
にも関わらず，毎回「通」を読む際につまずいて読み方を確認していた．つまり，短時間の中
での反復練習だけではTくんの短期記憶にもつながらないことがわかる．そして，毎日家で音
読の練習を宿題として課しており，後日に練習の成果を確認することになっているが，読んで
くる日もあれば，読んでこない日もよくある．そのため，音読が上達できず，未だにたどたど
しい音読のままになっており，読み始めてから既に1か月が経った現在も，音読はまだ3ページ
しか進んでいない状況である． 
 また，音読で練習した部分の漢字に読み仮名をつけるテストも行っているが，漢字の音訓の
どちら一方しか覚えていないようなことがよく観察された．漢字学習においては，1年生の時
から漢字を勉強する時にすでに音読みと訓読みの両方の読み方を習ってきており，3年生にな
った現在は明確に音読みと訓読みという表現を用いて学習している．調査者との補習では，ち
ょうど調査日の前の週に音訓の意味が分からず区別もできなかったため，音訓を集中的に練習
した．しかし，やはり「その時」を「そのじ」，「中学校の時」を「なかがっこうのじ」のよ
うに読んでいた．つまり，Tくんにとって算数の問題にも頻繁に現れる「時間」の「じ」，
「箱の中」の「なか」という読み方が先に定着したため，優先的かつ単独的に記憶されている
可能性が考えられる． 
また，下記の例にある「金持ち」も以前，漢字の書き練習をしたことがあり，直近の童話音
読練習にも現れている．そこでテスト問題にして「金持ち」の読み仮名を書かせたところ，下
記例3のようなやりとりが見られた．まず「金」は「金曜日」の「金」であることを覚えてい
るので「きん」と読んだ．次の「持」は覚えていないようで，読まずに後ろの平仮名「ち」を
読み，「きんち」と読んでいる．しかし，「きんち」と読んでしまった場合，それはTくん自
身の知らない言葉であり，それにも関わらず，読み方を間違えたことに気づかない．そこで，
「金」の音読みから訓読みに切り替えるようにTくんを促したが，「訓読み」の意味を忘れた
ようで，訓読みを使う場面を提示しても，うまく関連付けて推測することができなかった．T
くんは「きん」の読み方が頭から離れないようで，話がもう一度「きん」の読みに戻っており，
最後はやっと「おかね」を思い出したのであった． 
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例3：「金持ち」の読み 
発話者 発話内容 
T： きんち． 
調査者： きんちは何？ 
T： きんだよ． 
調査者： きんはきんだけど，きんちじゃないよ．その次の漢字は何？ 
T： もつ． 
調査者： そう，もちだよね． 
T： きんもち． 
調査者： きんもち是什么？(訳：きんもちって何？) 
T： きんもちってきんのもち． 
調査者： きんもち，意味わかる？じゃ，読み方を変えたら？きんじゃなくて． 
T： ぎん？ 
調査者： ぎんは別でしょう． 
T： 金曜日のきん． 
調査者： 金曜日のきんだけど．訓読みは？ 
T： きん． 
調査者： きんは音読み．訓読みは？訓読み． 
T： なに？ 
調査者： だから，それだけ言えば意味わかる読み方． 
T： わかんない． 
調査者： 买东西的时候需要什么呀?(訳：買い物する時，何を使う？)買い物する時，何を使
う？ 
T： 筐．（訳：買い物かご） 
調査者： 調査者：什么筐，买东西不得给钱吗．钱．(訳：かごのことじゃないよ，買い物
する時，お金を使うでしょう．) 
T： きん． 
調査者： 你买东西用金子是吗？(訳：きんを使って買い物するの？) 
T： 金子是啥？(訳：きんは何？) 
調査者： きん吗．妈妈有项链是金黄色的吗？爸爸有没．(訳：金は，ママは黄金色のネッ
クレスない？パパは？)
T： おかねは．それ． 
調査者： そうだよね． 
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T： お，か． 
調査者： お，ないよ． 
T： かね，ねも，かねもち． 
調査者： すると，意味分かるよね．きんもち，よりは． 
T： きんもち，は？ 
調査者： かねもち，だよ．きんもち，って言葉使わない． 
5.4 漢字の書き 
 今回の調査では，漢字を書く問題は全部で20字を空欄埋め形式で行った．出題した漢字は全
てTくんが学校で書いた漢字ドリルにある問題で，かつ前の週の補習で練習したものである．
その結果，Tくんが自力で書けた漢字は8字で，前の週と比較すると，「毎」が書けるように
なったが，それ以外の漢字は依然として書けないままである．「毎」も以前書けなかったが，
漢字の構成から「母は毎日ぼうし(𠂉）をかぶっている」というストーリー性のある文にし，
さらにTくんの母の実情にも合っているため，書けるようになったと考えられる． 
また，「息が苦しい」の「くるしい」を「来しい」と書いたり，「返事を期待する」の「き」
を「木」や「気」と書いたりすることがあった．いずれも，同じ読み方であるが，1，2年の時
に学習した簡単な漢字しか思い浮かばなかったのである．ほかに，「しなを受け取る」の「し
な」が書けなかったため，「商品のひん」のようにヒントを与えたところ，「商を受け取る」
と書いてしまい，「商品」としては定着しているが，どちらの漢字が「しょう」でどちらの漢
字が「ひん」なのか区別できていないことが分かった． 
下記の例4は「（とうばん）を（き）める」のうちの「当番」を書く時のやりとりである．
Tくんは補習を始めた当初から，「交番」や「番号」の漢字を何回も書いて練習してきたため，
「当番」の「番」は「番号」の「番」と言うと，なんとか書けたのである．しかし，「当」は
「本当」の「当」と言っても思い出すことができず，訓読みの「あたり」は覚えているので，
それをヒントに出すと「当」が書けた．しかし，Tくんは漢字の音読みか訓読みのどちらか一
方しか覚えられない傾向があるので，わざと「本当？当たり？」のように音訓を合わせて使用
する場面を提示し，音訓両方の習得を図ってみた． 
例4：「当番」の書き 
発話者 発話内容 
T： どんばん． 
調査者： もう一回言って． 
T： とうばん． 
調査者： とうばん，書いてみて． 
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T： ばん，番号の番． 
調査者： そう． 
T： (「番」を書く) 
調査者： 当は？ 
T： なに？ 
調査者： 本当の当． 
T： とう？ 
調査者： 本当？当たり？ 
T： (「当」を書く) 
 次の例5は，「洋服」の「洋」を書くときのやり取りである．以前の補習で，「洋」は海と
同じ意味だから左側は水を意味するさんずいと書いて，右側は羊と書いて「洋食」「洋室」の
「洋」だと言って練習していたが，定着できなかった．今回はさらに「太平洋」の「洋」，
「羊」の音読みを使っている「羊かん」を提示しても反応がよくなかったため，Tくんの友達
「洋洋」の中国名を利用したところ，「中国？洋洋？」のように驚き，学習漢字と身の回りの
友達と関連付けられた様子が見られた．このように，「太平洋」や「羊かん」などの語彙がT
くんのボキャブラリーにないため，習得につながりにくいが，Tくんにとってより馴染みのあ
る人物に関連づけて提示したうえで「覚えてね」と言葉で明確に示すことで記憶を促した．つ
まり，Tくんの漢字習得は，推測に利用できる既習語彙量が少ないことに制限されており，か
なりインパクトの強いヒントを与えない限り，定着は難しい傾向があることが分かった． 
例5：「洋服」の書き 
発話者 発話内容 
調査者： そう，それは服．洋は？この前も服が書けて，洋ができなかったよね．洋
は？ 
T： ようって？ 
調査者： 洋は，太平洋の洋だから，海のことだよ． 
T： さんずい？ 
調査者： そう，さんずい．で，ようって読むんだから，「羊かん」食べるようね． 
T： なにそれ． 
調査者： 羊かん食べないの？中国话「羊羹」(訳：中国語で「羊羹」)，羊(yang)だから
羊の漢字が入っている．じゃ，洋洋的洋(訳：洋洋くんの洋)． 
T： そうなの？ 
調査者： そうだよ． 
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T： 中国？洋洋？ 
調査者： そう，洋洋的洋．(訳：洋洋くんの洋)覚えてね．たぶん，海みたいに広いとい
う意味．海に羊，洋洋的洋，ね． 
6．考察 
 ここでは，今回の調査で観察されたTくんの学習上の問題について，(1)気づき(2)記憶(3)動
機づけの三つの側面から考察を行った． 
(1) 気づき
まず，自分の間違いへの気づきができない問題が挙げられる．Tくんは日本語にない漢字を
書いてしまう場合もあるが，同音異形の漢字を書くこともよくある．例えば「期待」の「き」
を「木」や「気」と書いたり，「苦しい」を「来しい」と書いたりすることが見られた．つま
り，読み仮名から言葉の意味に関連付けたうえで，言葉の意味に合う漢字を正確に選択するこ
とができない．逆に言えば，意味の異なる漢字を選択しても，もとの言葉の意味とは関係がな
いにもかかわらず，自分の解答が誤っていることに気づくことができないことが分かる．特に
漢字を読む際に，「金持ち」を「きんち」のような間違った読み方で読み，全く意味のない言
葉となってしまった場合でも，自分の読み方が間違ったことに気づかない．つまり，言葉の意
味，漢字の字形，回答の正否という3者間において相互の関連付けや推測ができず，間違いに
気づくことができない結果になっているのではないかと考えられる． 
 次に，文脈からの推測を通して，漢字の読み方や言葉の意味に気づくことができない．Tく
んは童話を音読する際に，話の流れを知っていても，文脈から読めない漢字の推測ができない．
例えば「宮でんのような家に住んでいる人の話を思い出した」という文にある「住む」は文脈
から読み方を推測しやすいにもかかわらず，Tくんはそれを推測できないため，つまずいてし
まう．つまり，意味のある物語として文章を統合的にとらえ，文脈からの推測に基づいて漢字
の読みに気づくことができず，文字を一字ずつ個別に認識して読んでいることが分かった． 
(2) 記憶
2つ目の問題は，やっては忘れの繰り返しによって学習はなかなか進展しない．Tくんは1回
の補習の中で複数回現れた漢字すら覚えられず，2，3日経ったらほとんどの内容を忘れてしま
い，なかなか定着しないという問題がある．そこで，Tくんにとって馴染みのある事柄(くじに
「当たる」)，特にインパクトの強いもの(母や友人のこと)に関連づけて，さらに言葉によって
はっきりと注意喚起をすることによって記憶を促す必要がある．ここでいう馴染みのあるイン
パクトの強い事柄には，日本に関係する事柄に留まらず，場合に応じて外国人児童の母語や，
母国にある物事などを利用することも有効であろう．さらに，長期記憶として定着させるため
に，毎日の家庭学習で復習する習慣を身につけることを児童と保護者の両方に提案していく必
要がある． 
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(3) 学習動機 
 10か月間の補習を通して，Tくんの学習を阻害している大きな要因の一つには学習動機が挙
げられる．Tくんは，なぜ遊ぶ時間を減らして勉強をしなければならないのかが分からないと
話しており，学習に対して苦痛だとしか思っていない様子が伺える．例えば，学習する際に，
時計を頻繁に見て終了時間を気にし，「つまらない」や「いやだ」など拒否する声を上げてい
たり，学習しながら，ゲームやほかのことを思い出して話したりすることもよくあり，学習内
容を考えていないことが明らかである．また，練習問題を見たとたんに，「わからない」「む
り」と言ったり，「次のテストは絶対ゼロ点を取る」などと口に出したりすることもある．つ
まり，学習に対する苦手意識が強いことも，このような自信のないネガティブ発言が多かった
要因になっていると考えられる． 
 そこで，Tくんに自信をつけさせることを念頭におき，学習を拒否する気持ちが強い時に，
心のケアもしている．それによって少しずつ，漢字が書けた時や，上手に音読できた時には自
信あふれる笑顔を見せることが増えてきた．そして，学習に対する動機づけを高めるために，
Tくんの保護者にも家庭での学習習慣を身につけられるよう学習環境を作る方法や，学習に関
する賞罰を決めることなどを提案しており，子供の自立学習のための支援を図っている． 
 
7．おわりに 
 本稿は中国にルーツを持つ小学校3年生の男子児童1人を対象にして，日本語の読み書きにお
いて観察された問題を分析し，それに対する支援方法を提案することを試みた．Tくんの事例
からは，外国人児童は教科学習の内容を理解する以前に文字の読み書き能力や習得に問題があ
ること，またそれは家庭や周りの学習環境をはじめ，子供自身の学習意欲の問題，日本語の間
違いに気づかなかったり，既に習得した漢字や語彙をうまく応用できなかったりする，いわゆ
る学習ストラテジーの習得の問題などが原因であることが分かった．また，こうした問題を抱
えている外国人児童への支援としては，学習に対する動機づけや学習方法の提案などが有効で
あることを，筆者のTくんへの実践から分かった．学習内容のみに注目するではなく，学習の
意義や学習方法などについて児童と話し合い，学習動機と自信をつけさせることが重要である
ことが分かった．そして，児童に働きかけるだけでなく，家庭学習を習慣づける重要性につい
て児童と保護者の両方に伝え，自立学習を促せば最終的に学習内容の定着につながるだろうと
考えられる． 
今後も，このような外国人児童の日本語読み書き能力の習得に関する支援活動は，いかに実
施していくべきか，学校，保護者，支援団体など，それぞれが果たせる役割や可能性を考える
べきであろう． 
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